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『
伝

習
録
』

へ
の
若

干

の
補
註

(
三
)

は

じ

め

に

小
稿
は

『
奈
良
大
学
紀
要
』
第

=
二
号
に
寄
稿
し
た

「
『
伝
習
録
』

へ
の
若
干

の
補
註

(
二
)
」
の
続
篇

で
あ
る
。
旧
篇
を
補
足
ま
た
は
改
訂
し
た
項
目
が
二
、

三
あ
り
、
そ
れ
ら
は
見
出
し
の
項
目

の
下
に
そ
れ
ぞ
れ

「補
」
ま
た

「改
」
の

一

字
を
付
記
し
た
。

春
秋
必
待
伝

而
後
明
、

是
歌
後
謎
語
　

(上
巻
、
第

一
一
条
)

張
元
禎

(字
は
廷
祥
、
号
は
東
白
、

一
四
三
七
～

一
五
〇
七
)
の

コ

斎
婁
先

生
墓
誌
銘
」
に
い
う
、

「
『春
秋
本
意
』
十
二
篇
、
た
だ
経
文
を
用
ひ
て
訓
釈
し

て
意
自
ら
見
は
る
。

『
三
伝
』

の
事
実
を
用
ひ
ず
。

(
一
斎
)
曰
く
、

『春
秋
』

必
ず

『
三
伝
』
を
待
ち
て
而
る
後

に
明
ら
か
な
ら
ば
、

こ
れ

『
春
秋
』
は
無
用
の

書
な
り
と
。
こ
れ
皆
な
膿
古
未
だ
有
ら
ざ
る
の
特
見
」

(
『
東
白
張
先
生
文
集
』

巻

一
四
、

『
明
儒
学
案
』
巻
二
に
も
引
く
)
と
。
婁

一
斎

(名
は
諒
、
字
は
克
貞
、

一
四
二
二
～
九

一
)
は
呉
康
斎

の
高
弟
。
陽
明
が

一
八
歳

(
一
説
に

一
七
歳
)
の

と
き
謁
し
て
学
を
問
い
、

「挑
江
の
学
、
先
生
発
端
を
為
す
」

(
『
明
儒
学
案
』

大*

西

晴

隆

巻
二
)
と
い
わ
れ
る
。
両
者
の

『
春
秋
』
経
に
た
い
す
る
見
解
の

一
致
は
偶
然
で

は
あ
る
ま
い
。事

変
亦

只
在
人
情
裏

(上
巻
、
第
三
七
条
)

『
全
書
』
巻
四

「
王
純
甫

に
与
ふ
0
」
に
い
う
、

「天
下
の
事
、
万
変
す
と
錐

も
、
吾
の
こ
れ
に
応
ず
る
所
以
は
喜
怒
哀
楽
の
四
者
を
出
で
ず
。
こ
れ
為
学
の
要

に
し
て
、
為
政
も
亦
た
そ
の
中
に
在
り
。
」

収
敏
為
主
。
発
散
是

不
得

己

(上
巻

、
第

五
四
条
)

『
全
書
』
巻
四

「諸
用
明
に
寄
す
」
に
い
う
、

「
天
道
は
翁
聚
せ
ざ
れ
ば
則
ち

発
散
す
る
能
は
ず
。
況
ん
や
人
を
や
。
花
の
千
葉
な
る
者
は
実
な
し
。
そ
の
華

の

美
の
太
だ
発
露
す
る
が
為
め
の
み
。
」
嘉
靖
六
年

(
五
十
六
歳
)
に
成
る

「
馬
子

華

に
与
ふ
」

(
『全
書
』
六
)
に
も

「
草
木
の
花
、
千
葉
な
る
者
は
実
な
し
。
そ

の
花
繁
き
者
は
そ
の
実
鮮
し
」
と
い
う
。
と
も
に
収
敏
を
主
と
為
す
の
意
。
ち
な

み
に
こ
の
語
は
程
明
道
の

「専

一
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
直
遂
す
る
能
は
ず
。
…
…

翁
聚
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
発
散
す
る
能
は
ず
」

(
『
程
氏
遺
書
』
巻

=

)
に
も
と

つ
く
で
あ
ろ
う
。
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良奈

只
求
日
減
、
不
求
日
増

(上
巻
、
第
九
九
条
)

『
老
子
』
第
四
八
章

「
学
を
為
せ
ば

日
に
益
し
、
道
を
為
せ
ば
日
に
損
す
。
之

を
損
し
又
た
損
し
て
以
て
無
為
に
至
る
」
、
ま
た

『程
氏
外
書
』
巻

一
一

「学
者
、

今
日
添
ふ
べ
き
な
く
、
唯
だ
減
ず
る
あ

り
。
減
じ
尽
く
せ
ば
便
ち
無
事
」
の
二
語

に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

士
徳

(上
巻
、
第

一
〇
〇
条
)

仕
徳
と
も
書
く

(
『
全
書
』
巻
二
七

「楊
仕
徳

に
寄
す
」
)。

一
斎
い
う
、

「楊

氏
、
名
は
験
。
初
め
甘
泉
に
従

っ
て
遊

び
、
業
を
陽
明
に
卒
ふ
」
と
。

『
明
儒
学

案
』
巻
三
〇
の
毒
関
王
門
学
案
の
序

に
よ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
陽
明
が
仕
徳
に
与

え
た
書
中

の
語

「
山
中

の
賊

を
破
る

は
易
く
、

心
中

の
賊

を
破
る
は
難
し
」

(
『
全
書
』

四
)
は
有
名
。
ち
な
み

に
弟

の
仕
鳴
も
と
も
に
陽
明
に
学

ん
だ
。

『
全
書
』
は
巻
五
に
陽
明
の

「
楊
仕
鳴

に
与

ふ
る
」
書
三
通
、
ま
た
巻

二
五
は

「楊
士
鳴
を
祭
る
文
」
を
収
め
る
。

こ
の
祭
文
に
よ
れ
ば
、
兄
弟
は
潮
郡

(広
東

省
潮
州
府
)
の
人
。
と
こ
ろ
で
同
郷

の
苺
侃

(字
は
尚
謙
、
号
は
中
離
)
に
、

「
三
賢
墓
志
銘
」

(
『
醇
中
離
先
生
全

書
』
巻

一
二
)
が
あ
る
。

い
う
、

「潮
治

の
楊

に
三
賢
あ
り
。
そ
の
伯
を
北
山
と
日
ひ
、
譲
は
鳳
、
字
は
仕
敬
。
そ
の
仲
を

毅
斎
と
日
ひ
、
譲
は
願
、
字
は
仕
徳
。

そ
の
叔
を
復
斎
と
日
ひ
、
壽
は
鶯
、
字
は

仕
鳴
、

一
字
は
少
喋
。
そ
の
考
潜
斎

公
嘗

て
白
沙
に
従

つ
て
游
ぶ
。
伯
、
因
り
て

竪
よ
り
以
て
璽
弟
に
侶
ふ
。
故
に
仲
、

陽
明
を
師
と
す
る
こ
と
三
年

に
し
て
学
就

る
。
叔
、
甘
泉
を
師
と
し
、
継

い
で
陽

明
に
事
ふ
。
丙
子

(正
徳

一
一
)
同
じ
く

郷
に
登
り
し
よ
り
、
進
ん
で
二
夫
子
に
事
ふ
。
伯
子
、
正
徳
己
巳

(四
)
に
卒
す
。

年
三
十
四
。
仲
、
正
徳
庚
辰

(
一
五
)
に
卒
す
。
年
三
十
七
。
叔
、
南
宮
よ
り
帰

り
、
留
都
の
甘
泉
の
邸
に
卒
す
。
年
三
十
五
。
仲
叔
の
死
す
る
、
二
夫
子
倶
に
こ

れ
を
実
し
、
働
し
て
哀
詞
あ
り
」

(
一
部
省
略
)
と
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
仕
徳
は
成

化
二
〇
年

(
一
四
八
四
)
生
れ
、
正
徳

一
五
年

(
一
五
二
〇
)
没
。
ち
な
み
に
仕

鳴

の
死
が
上
掲
祭
文
の
年
紀
の
丙
戌

(嘉
靖
五
年
、

一
五
二
六
)
に
あ
り
、

三
五
歳
と
す
れ
ば
、
そ
の
生
年
は
弘
治
五
年

(
一
四
九
二
)
と
な
る
。

徳
章

(上
巻
、
第

一
〇
七
条
)

享
年

一
斎
い
う
、

「劉
氏
。
名
号

・
郷
貫
い
ま
だ
考

へ
ず
」
と
。

『伝
習
録
集
評
』

や
陳
栄
捷
氏
は
こ
れ
を
襲
う
。
し
か
し

一
斎
が
劉
氏
と
す
る
ゆ
え
ん
を
詳
ら
か
に

し
な
い
。

『
蘇
中
離
全
書
』
巻

一
二
に

「衰
徳
章
を
祭
る
の
文
」
が
あ
り
、
徳
章

の
姓
が
衰
な
る
こ
と
、
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
徳
章
は
ま
た
徳
彰

に
作
り
、
衰
慶

麟
の
字
で
、

『
儒
林
宗
派
』
巻

=
二
に

「
慶
麟
、
字
は
徳
彰
、
雲
都

の
人
」
と
い

う
。

『年
譜
』
正
徳

一
三
年
七
月
の
条
に
載
せ
る
衰
夢
麟
は
、
あ
る
い
は

一
字
誤

ま

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
徳
章
は

『
朱
子
晩
年
定
論
』

(
『
全
書
』
巻
三
)
の
蹟

文
の
作
者

で
、

こ
れ
に
よ
れ
ば

=
二
年
四
月
、
か
な
り
高
齢

で
初
め
て
陽
明
の
門

に
入

っ
た
。

『
雲
都
県
志
』
巻
九
ま
た

『
績
州
府
志
』
巻

一
六
の
伝
に
六
五
歳
で

る
い

卒
、
陽
明
は
文
を
為

っ
て
こ
れ
に
諌
し
た
と
あ
る
。
同
書
巻

一
四
は

「
衰
徳
彰
を

祭
る
の
文
」
を
載
せ
る
が
、

『全
書
』
未
収
文
で
あ
る
。
い
う
、

あ
あ
、
徳
彰
。
士
に
し
て
学
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
そ
の
生
く
る
や
酔
夢
の
ご
と

く
、
死
す
れ
ば
則
ち
蝉
蜻
蟻
蝶
な
り
。
徳
彰
始
め
辞
章
訓
詰
を
鐙
研
し
て
考
索

著
述

に
疲
労
す
。
竜
々
然
と
し
て
将
に
老
を
終

へ
ん
と
す
。
已
に
し
て
幡
然
と

し
て
覚
る
や
、
尽
く
旧
習
を
棄

つ
る
こ
と
倣
展
を
脱
す
る
が
ご
と
し
。
志
を
聖

賢

の
学
に
鋭
く
し
、
そ
の
精
力
既
に
衰
ふ
と
難
も
、
而
も
心
志
は
週
然
と
し
て

不
輩
な
り
。
中
道
に
し
て
残
す
。
蓋
し
斯
文
の
弔
せ
ら
れ
ざ
る
な
り
。
古
の
所

謂

「
朝
に
道
を
聞
か
ば
夕
に
死
す
と
も
可
な
り
」
な
る
者
、
徳
彰
そ
れ
庶
幾
い

か
な
。
あ
あ
、
こ
の
心
こ
の
理
、
万
古

一
日
。
人
我
に
分
か
る
こ
と
な
く
、
幽

明
を
間

つ
る
こ
と
な
く
、
生
死
に
変
ず
る
こ
と
な
し
。
故
に
生
き
て
順
ひ
、
没

し
て
寧
し

(
「西
銘
」

に
よ
る
)
。
そ
の
生
に
昭

々
た
る
は
、
乃
ち
そ
の
死
に

昭
々
た
る
所
以
な
り
。
あ
瓦
徳
彰
も
亦
た

(
以
下
不
明
)
。
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子
仁

(上
巻

、
第

=

一
条
)

補

『
西
安
県
志
』
巻
三
三
儒
林
志
に
藁

恵
を
載
せ
、

『
両
漸
名
賢
録
』

(明
、
徐

象
梅
撰
)
よ
り
伝
を
引
く
。
い
う
、

字
は
子
仁
、
西
安
の
人
。
王
文

成
に
師
事
し
、
心
を
理
学
に
潜
む
。
父
母
に

事

へ
て
孝
道
を
曲
尽
す
。
母
嘗

て
疲

疾
を
患
ひ
、
手
足
拘
攣
す
る
者
十
三
年
。

恵
、
装
を
温
め
枕
に
扇
し
、
飲
食
撫

摩
必
ず
躬
ら
し
必
ず
親
し
く
し
て
始
終
怠

ら
ず
。
父
母
相
継
い
で
卒
す
る
に
及
び
、
妻
呉
氏
と
土
を
負

ひ
墳
を
成
し
、
墓

に
塵
す
る
こ
と
三
載
。
朝
夕
契
彙

し
、
衰
経
身
よ
り
去
ら
ず
。

一
夜
、
風
雨
あ

り
。
虎
そ
の
塵
に
入
る
。
馴
る
る

こ
と
蓄
犬
の
ご
と
し
。
服
関
る
。
南
冑
移
し

て
六
堂
の
学
長
と
為
す
。
辞
し
て
赴
か
ず
。
時
に
竜
游

(県
)
の
水
北
、
化
を

梗
ぐ
。
郡
邑
恵
に
往
き
て
行
を
布

き
て
約
せ
ん
こ
と
を
請
ふ
。
化
を
梗
ぐ
者
心

を
革
む
。
こ
れ
よ
り
深
居
し
て
出
つ
る
こ
と
寡
し
。
四
方

の
学
ぶ
者
数
百
人
。

寿
を
以
て
家
に
卒
す
」
と
。
な
お

『
衝
州
府
志
」
巻
九
理
学
伝
に
も
見
え
る
。

国
英

(上
巻
、
第

=

二
条
)

補

『
興
化
府
蓄
田
県
志
』
巻

=
二
選
挙
志
の
郷
挙
、
宏

(弘
)
治

一
七
年
の
条
に

「
陳
傑
、
字
は
国
英
、
…
戊
辰

(正
徳
三
年
)
の
進
士
」
と
あ
る
。
ち
な
み
に

『
全
書
』
巻

二
四
の

「
陳
世
傑

の
巻

に
書
す
」

の
陳
世
傑

の
名
は
同
書
巻

五
の

「
甘
泉
に
答
ふ
る
」
書
や
同
巻
二
五
の

「鄭
朝
朔
を
祭
る
の
文
」
に
見
え
る
が
、

も
と
よ
り
別
人
。
し
か
し
や
は
り
蓄

田
の
人
で
、
上
掲
県
志
巻

=
二
の
郷
挙
、
宏

(弘
)
治
五
年
の
条
に
見
え
、

「
儒
士
、
池
州

の
教
授
」

の
注
が
あ
る
。
世
傑
は

甘
泉

に
も
従
遊
し
た
。

志
道

(上
巻
、
第

=

=

条
)

一
斎
い
う
、

「姓
字

・
郷
貫
未
だ
考

へ
ず
。

『
学
案
』
載
す
、
管
志
道
、
字
は

登
之
、
号
は
東
演
、
蘇

の
太
倉
の
人

と
。
然
れ
ど
も
東
演
は
業
を
取
天
台
定
向
に

受
け
、

『
古
本
大
学
章
句
』
を
著
す
者
。
自
ら
こ
れ
別
人
」
と
。
管
東
演

(
一
五

三
六
～

一
六
〇
八
)
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
陽
明
の

「馬
子
幸
に
与

も

ふ
」

(
『
全
書
』
巻
六
)
に

「苛
中
は
故
と
賢
多
し
。
国
英

(陳
傑
、
上
巻
第

一

一
二
条
)
及
び
志
道
ら
二
三
の
同
志

の
外
、
相
与

に
切
磋
砥
礪
す
る
者
、
亦
た
幾

人
ぞ
」
と
あ
る
。
志
道
が
甫
田
の
門
人
の
字

で
あ
る
こ
と
は
疑

い
な
い
。

『興
化

府
甫
田
県
志

=
二
選
挙
志
の
郷
挙
、
正
徳
八
年
の
条
に
林
達
を
載
せ
、

「第
六
人
。

字
は
志
道
、
俊
の
子
。
…
甲
戌

(正
徳
九
年
)
の
進
士
」
と
注
す
る
。
林
達
の
名

は

『
年
譜
』
正
徳
七
年
に
引
く

「
同
志
考
」
や
同
九
年

に
見
え
、

「顧
惟
賢
に
与

ふ
る
」
書

(
『
全
書
』
巻

二
七
)
で
は

「
見
素

の
子
林
達
」
と
あ
る
。
見
素
は
陽

明
生
涯
の
知
己
林
俊

(
一
四
五
二
～

一
五
二
七
)
、
字
は
待
用
の
号
。

『
明
史
』

巻

一
九
四
に
伝
が
あ
り
、
附
し
て

「達
は
正
徳
九
年
の
進
士
、
官
は
南
京
吏
部
郎

中
に
至
る
。
蒙
箱
に
工
に
し
て
古
文
を
能
く
す
」
と
い
う
。
ま
た

『
見
素
集
』
附

録
の

「編
年
紀
略
」
に
よ
れ
ば
、
達
は
俊

の
長
子
で
、
成
化

一
五
年

(
一
四
七
九
)

の
生
ま
れ
、

「志
行
克
く
肖
、
人
皆
な
こ
れ
を
萢
純
仁

(字
は
尭
夫
、

一
〇
二
七

～

一
一
〇

一
)
に
比
す
」
と
評
す
る
。
ち
な
み
に
陽
明
と
林
俊

一
家
と
の
か
か
わ

り
は
早
く
、

『全
書
』
巻

二
七
の

「
林
見
素
に
与
ふ
る
」
書
に

「某
、
弱
冠
よ
り

家
君
に
京
師
に
従
ひ
、
幸

ひ
に
比
隣
に
接
す
。
ま
た
令
弟
と
相
往
復
す
る
を
獲
た

り
」
と
い
う
。瀟

恵

(上
巻

、
第

一
二
二
条
)

改

『
年
譜
』
正
徳
九
年
に

「王
嘉
秀

・
薫
恵
好
ん
で
仙
仏
を
談
ず
。
先
生
嘗

て
こ

れ
を
警
む
」
と
あ
る
。
恵
は
名
。

一
斎
は

『
王
文
成
伝
本
』
に
依
り
雲
都

の
人
と

し
、

「字

・
号
未
だ
考

へ
ず
」
と
い
う
。
ち
な
み
に

『
王
文
成
伝
本
』
は
恵
を
恵

に
作
る
。
し
か
し
雲
都
の
人
と
い
う
の
は
誤
り
。

『
源
陽
志
』
巻

一
二
に
い
う
、

「薫
恵
、
摩
生
。
陽
明
先
生
に
従

つ
て
遊
ぶ
。
貧
に
甘
ん
じ
学
を
嗜
み
、
倫
理
に

篤
し
。
素
と
鴛
俗
を
厭
ひ
、
時
に
栢
子
潭

の
楼
に
詣
り
て
朕
坐
す
。

一
日
、
衣
冠

し
て
逝
き
、
水
上
に
立

つ
。
人
皆
な
こ
れ
を
異
と
す
」
と
。
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良奈

示
弟
立
志
説

(中
巻
)

こ
の
説
、

『全
書
』
巻
七
に
収
め
、
乙
亥

(正
徳

一
〇
年
)
の
年
紀
が
あ
る
。

『
年
譜
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
四
四
歳
、
京
師

に
あ
り
、
翌

=

年
九
月
、
都
察

院
左
愈
都
御
史
に
陞
り
、
南
輯
汀
潭
等

の
処
を
巡
撫
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
、

一

〇
月
、
越
に
帰
省
し
た
。
こ
こ
に

「
京
師
に
あ
り
」
と
い
う
の
は
誤
り
で
、
九
年

四
月
、
南
京
鴻
臆
寺
卿
に
陞
り
、
五
月

(給
由
疏
は
四
月
二
五
日
)
南
京

に
着
任

し
た
。
翌

一
〇
年
も
続
い
て
南
京
に
在
任
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

と
こ
ろ
で
清

の
王
白
田
に

「題
陽
明
先
生
立
志
説
」

(
『
白
田
雑
著
』
巻
七
、

ま
た

『白
田
草
堂
存
稿
』
巻
八
)
の

一
文
が
あ
り
、
陽
明
は
み
ず
か
ら
こ
の
説
の

巻
末
に

「弘
治
甲
子

(
=
二
年
)
四
月
八
日
」
と
志
し
て
い
る
と
い
う
。
も
し
陽

明
の
真
跡
と
す
れ
ば
、
三
三
歳
の
成
立
と
な
る
。
三
三
歳
と
い
え
ば
、
病
を
養
う

た
め
に
故
山
に
告
帰
し
て
い
た
彼
が
漸
く
仙

・
仏

へ
の
遍
歴
か
ら
儒
学
に
回
帰
し

つ
つ
あ

っ
た
こ
ろ
で
、
こ
の
年
の
秋
、
山
東

の
郷
試
の
主
考
と
し
て
聰
せ
ら
れ
て

い
る
。
白
田
は
、
陽
明
は
四
月
の
間

は
な
お
家
居
中
で
、
ゆ
え
に
弟
の
た
め
に
こ

の
巻
を
書
い
た
と
い
い
、
ま
た
陽
明

は
甲
戌

(正
徳
九
年
)
よ
り
以
後
、
専
ら
致

良
知
を
以
て
訓
と
為
し
て
い
る
が
、

こ
の
説

で
は
こ
の
テ
ー
ゼ
に
言
及
し
て
い
な

い
か
ら
、
乙
亥

(
一
〇
年
)
の
年
紀

が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
い
う
。

た
し
か
に
陽
明
が
ま
だ
官
界
に
復
帰
せ
ず
、
白
田
の
い
わ
ゆ
る

「家
居
」

の
状

態
に
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
致
良
知
は
甲
戌

(
正
徳
九
年
)
よ

り
教
法
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
い
う
前
提
に
た

っ
て
、
立
志
説
で
は
こ
の
テ
ー
ゼ

が
言
及
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
甲
戌
よ
り
以
前
の
成
立
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
年
紀

の
正
徳

一
〇
年
説
は
誤
り
で
あ
る
と
断
じ
て
い
る
の
は
、
黄
結
の

「陽
明
先
生
行

状
」
に

「甲
戌
、
南
京
鴻
臆
寺
卿
に
陞
る
。
始
め
て
専
ら
良
知
の
旨
を
以
て
学
者

に
訓
す
」
と
あ
る
の
に
も
と
つ
く
謬
論

で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

『年
譜
』

正
徳
九
年
の
条
に

「南
畿
の
論
学
は
只
だ
学
者
を
し
て
天
理
を
存
し
人
欲
を
去
り
、

省
察
克
治
の
実
功
を
為
さ
し
む
」
と
あ
る
が
、
立
志
説
の
基
調
を
な
す

の
は
ま
さ

に

「
天
理
を
存
し
人
欲
を
去
る
」
の
命
題
で
あ
り
、
三
三
歳
に
な
る

「山
東
郷
試

録
」

で
は
む
し
ろ

「持
敬
」
に
重
き
を
置
か
れ
て
い
る
の
と
は
自
ら
撰
を
異
に
す

る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
陽
明
に

「守
文
弟
帰
省
す
。
そ
の
手
を
携

へ
、
歌
ひ

て
以
て
こ
れ
に
別
る
」

(
『
全
書
』
巻
二
〇
)
と
題
す
る
五
言
の
長
詩
が
あ
る
。

南
都
詩
に
属
し
、
し
た
が

っ
て
正
徳
九
年
四
月
の
南
京
着
任
よ
り

一
一
年
九
月
の

輯
州
赴
任

の
間

に
成
る
。
立
志
説
の
冒
頭
に
い
う

「予
の
弟
守
文
来
た
り
学
ぶ
」

が
何
年

で
あ
る
か
特
定
で
き
な
い
と
し
て
も
、
五
言
詩
に
い
わ
ゆ
る

「昨
秋
童
蒙

に
し
て
去
り
、
今
夏
成
人
に
し
て
帰
る
」
の

「昨
秋
」
来
学
の
こ
ろ
と
考
え
て
大

過
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ち
な
み
に
彼
は

「吾
嘗
て
立
志
の
説
あ
り
。
爾
の

十
叔

(守
文
)
に
与
ふ
。
爾
輩
従

つ
て

一
通
を
抄
録
し
て
こ
れ
を
几
間
に
置
き
、

時
に

一
た
び
省
覧
す
れ
ば
、
亦
た
以
て
発
す
る
に
足
る
べ
し
」

(
『
全
書
』
巻
二

六
)
と
、
十

二
年
、
績
州
よ
り
四
姪
正
思
ら
に
書
き
送

っ
て
い
る
。

胸
中
無
物

(下
巻
、
第

一
条
)

東
正
堂

の

『
講
義
』

に

「此
の
語

『
二
程
全
書
』
に
も
未
だ
見
当
ら
ず
。
恐
ら

く
は
同
書
に
は

『
心
中
無
物
』
に
作
れ
る
を
、
記
憶
引
用
に
よ
り
て
誤
れ
る
な
る

べ
し
」
と
い
う
。

「
記
憶
引
用
云
々
」
は
こ
の
条
の
筆
録
者
陳
九
川
に
か
か
わ
る

が
、
正
堂
の
説
は
恐
ら
く
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
語
は

『
程
氏
遺
書
』
第

二
二

上
、
伊
川
雑
録

に

「敬

に
居
れ
ば
則
ち
心
中
物
な
し
」
と
見
え
る
。

『
論
語
』
雍

也
篇
首
章

の

「敬

に
居

て
簡
を
行
ふ
」
に
関
連
し
て
説
い
た
も
の
で
、
朱
子
も

『
集
註
』
に
引
用
す
る
。
陳
栄
捷
氏
は

『
二
程
外
書
』
巻

=

の

「尭
夫

(郡
雍
)

胸
中
無
事
な
る
こ
と
か
く
の
ご
と
し
」
を
典
拠
と
す
る
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
物
字

の

用
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
こ
の
説
は
問
題
に
な
ら
な
い
。

な
お

『世
説
新
語
』
賞
誉
篇
に

「
謝
仁
祖
云
ふ
、
庚
赤
玉

(庚
統
〉
は
胸
中

に
宿

物
な
し
」
と
あ
る
の
は
、
典
拠
の
問
題
を
は
な
れ
て
、
参
考

に
値
す
る
。
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先
儒
謂
、
錐
知
亦
問
、
敬
謹
之
至

(下
巻
、
第
二
七
条
)

『
論
語
』
八
侑
篇
の

「
子
太
廟
に
入
り
て
事
ご
と
に
問
ふ
。
或
ひ
と
曰
く
、
敦

か
郷
人
の
子
を
礼
を
知
る
と
謂
ふ
か
。
太
廟
に
入
り
て
事
ご
と
に
問
ふ
と
。
子
こ

れ
を
聞

い
て
曰
く
。
是
れ
礼
な
り
」

に
つ
い
て
、
朱
子
の

『
集
註
』
は
、
サ
氏

(名
は
惇
、
号
は
和
靖
)
の

「
礼
は
敬

の
み
。
知
る
と
錐
も
亦
た
問
ふ
は
、
謹
の

至
り
な
り
。
そ
の
敬
た
る
、

こ
れ
よ
り
大
な
る
は
な
し
。

こ
れ
を
礼
を
知
ら
ず
と

謂
ふ
者
、
堂

に
孔
子
を
知
る
に
足
ら
ん
や
」
を
引
く
。
執
斎
以
来

「
先
儒
謂
ふ
」

を
サ
氏

に
属
せ
し
め
る
の
は
も
と
よ
り
不
可
で
は
な
い
。
た
だ
厳
密
に
考
え
る
な

ら
ば
、
和
靖

の
師
程
伊
川
に

「謝
用
休

問
ふ
、
太
廟
に
入
り
て
事
毎

に
問
ふ
と
は

　

　

と
。

(伊
川
)
曰
く
、
知
る
と
錐
も
亦

た
問
ふ
は
敬
謹
の
至
り
」

(
『
程
氏
遺
書
』

巻
二
二
上
)
と
あ
る
の
が
、
典
拠
と
し
て
よ
り
妥
当
で
あ
ろ
う
。

這
良
知
還
是
禰
的
明
師

(下
巻
、
第
六
五
条
)

『
全
書
』
巻

二
〇
所
載
の

「長
生
」

と
題
す
る
詩
に

「千
聖
皆
な
過
影
、
良
知

乃
ち
吾
が
師
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
陽

明
五
六
歳
の
と
き
の
作

で
あ
る
が
、
道
徳
原

理
と
し
て
の
良
知
の
内
在
性
が
強
調

さ
れ
る
あ
ま
り
、
そ
の
超
越
面
が
軽
看
さ
れ

が
ち
で
あ
る
の
に
か
ん
が
み
て
、
注
意

さ
れ
る
べ
き
こ
と
ば

で
あ
る
。

南

鎮

(下
巻
、
第
七
五
条
)

一
斎
い
う
、

「
即
ち
会
稽
」
と
。
東

正
堂

の

『
伝
習
録
講
義
』
は

コ

斎
先
生

日
ふ
」
と
し
て
、

「
『
周
礼
』
職
方
氏

に
云
ふ
、
東
南
を
揚
州
と
日
ひ
、
そ
の
山

鎮
を
会
稽
と
日
ふ
と
。
職
方
氏
、
九
州
各

々
鎮
山
あ
り
、
祀
典
尤
も
南
鎮
を
重
ん

ず
」

の
語
を
引
き
、

「
然
れ
ば
南
鎮

は
必
ず
会
稽
山
を
指
す
こ
と
明
か
な
り
」
と

い
う
。
陳
栄
捷
氏
も

「
漸
江
紹
興
県

の
会
稽
山
」
と
注
す
る
。
南
鎮
が
古
来

い
わ

ゆ
る
四
鎮
ま
た
五
鎮

の

一
で
あ
る
会
稽
山
を
指
す
と
の
説
は
も
と
よ
り
誤
り
で
は

な
い
。
し
か
し
こ
こ
で
は
厳
密
に
い

っ
て
南
鎮
廟
を
指
す
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

『漸
江
通
志
』
巻

一
の
図
説
に

「南
鎮
図
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
宰
牲
房

や
斎
宿
房
な
ど
の
結
構
を
も
含
め
た
廟
を
指
し
、
た
ん
な
る
会
稽
山
と
は
区
別
さ

れ
、

『永
楽
大
全
』
巻
七
九
六
三
所
収
の

「
紹
興
府
八
県
総
図
」
や

「会
稽
県
図
」

は
、
ま
さ
し
く

「南
鎮
廟
」
と
し
て
記
載
す
る
。

『
嘉
泰
会
稽
志
』
巻
七
に
い
う
、

「
晴
の
開
皇
十
四
年
、
会
稽
等
の
山
に
詔
し
、
並
び
に
山
に
就
き
祠
を
立

つ
。
唐

の
開
元
十
四
年
、
四
鎮
山
を
封
じ
て
公
と
為
し
、
会
稽

の
南
鎮
を
永
興
公
と
日
ふ
。

マ
マ

『
唐
書
』
地
里
志
、
会
稽
県

に
南
鎮
永
興
公
の
祠
あ
り
と
。
即
ち
こ
の
山
な
り
」

と
。
し
か
し
明
の
洪
武
三
年
、
詔
し
て
前
代
封
ず
る
と
こ
ろ
の
名
号
を
去
り
、

「
南
鎮
会
稽
山
の
神
」
と
称
す
る
よ
う
に
定
め
た

(
『
明
史
』
巻
四
九
)
。
陽
明

に

「
南
鎮
に
雨
を
薦
る
文
」

(
『全
書
』
巻
二
五
)
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
弘
治

一

六
年
、
陽
明
三
二
歳
の
と
き
、
紹
興
地
方
の
大
早
に
あ
た
り
、
太
守
修
珍

の
た
め

に

「
南
鎮

(廟
)
に
薦

っ
た
」

(
『
全
書
』
巻

二

一
)
と
き
の
祭
文
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
い
っ
た
い
陽
明
と
南
鎮
と
の
ゆ
か
り
は
深
い
。
彼
は
実
に
南
鎮
の
神
霊
が
授
け

た
児
と
さ
れ
る
。
湛
甘
泉
の

「
陽
明
先
生
墓
誌
銘
」

(
『
全
書
』
巻
三
七
)
に

「南
鎮
燐
々
と
し
て
漸
の
浜
に
あ
り
。
奇
気
欝
積
し
て
こ
こ
に
人
を
生
ず
。
生
ま

れ
な
が
ら
に
し
て
気
は
霊
に
、
雲
に
乗
り
て
精
を
降
す
」
と
い
う
。
弘
治
五
年
、

漸
江
省
の
郷
試
の
お
り
、
夜
半

二
人

の
巨
人
が
あ
ら
わ
れ
て

「
三
人
好
く
事
を
作

コも
と

さ
ん
」
と
い
っ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
が

(
『年
譜
』
)
、

一
説
に

「
三
人
原
善

し
。
同
に
夢
を
南
鎮

に
祈
る
。
将
に
罧
ね
ん
と
す
。
忽
ち
聞
く
、
空
中
に
語
あ
り

云
々
と
。
何

の
謂
ひ
な
る
か
を
解
せ
ず
。
旦
に
達
し
、
各
々
散
じ
去
る
」

(
『
全

漸
詩
話
』
巻
三

一
)
と
も
い
う
。
三
人
と
は
震
濠
の
変
に
、
そ
の
好
を
あ
ば
い
た

胡
世
寧
、
そ
の
難
に
死
ん
だ
孫
燧
、
お
よ
び
こ
れ
を
平
定
し
た
陽
明
を
い
う
が
、

南
鎮
の
神
に
夢
を
祈
る
宗
教
的
習
俗
が
あ

っ
た
よ
う
で
、
張
岱

(
一
五
九
七
～

一

六
七
九

(
山
陰

の
人
)
、
の

『
陶
庵
夢
憶
』
巻
三
に
も

「万
暦
壬
子

(
四
〇
年
)

余
年
十
六
、
夢
を
南
鎮
夢
神
の
前
に
祈
る
。
因

つ
て
疏
を
作
り
て
曰
く
、
…
…
」

と
あ
る
。
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柴
鳴
治

(下
巻
、
第
九

四
条
)

東
正
堂
い
う
、

「名
号

・
郷
貫
詳
ら

か
な
ら
ず
」
と
。
陳
栄
捷
氏
も

「詳
ら
か

な
ら
ず
。

『儒
林
宗
派
』

『
王
文
成
伝
本
』
と
、

『
陽
明
弟
子
伝
纂
』
の
陽
明
弟

子
名
表
と
に
、
姓
柴
な
る
者
な
し
」
と

い
う
。
し
か
し

「
姓
柴
な
る
者
な
し
」
と

い
う
の
は
誤
り
で
、

『儒
林
宗
派
』
巻

一
五
に

「柴
鳳
、
後
愚
、
余
挑
」

と
あ
り
、

『
陽
明
弟
子
伝
纂
』

に

「柴
先
生
鳳
、
字
は
後
愚
。
余
挑
の
人
。
陽
明
に
師
事
し
、

天
真
書
院
に
主
教
た
り
。
衝

・
厳
の
士
、
多
く
こ
れ
に
従
ふ
」
と
い
う
。
こ
の
文

は

『
明
儒
学
案
』
巻

一
一
に
よ
る
が
、

『
年
譜
』
で
は
、
正
徳

一
六
年
九
月
の
条

に
、
陽
明
が
余
挑
に
帰
省
し
た
と
き
、
萢
引
年
字
は
兆
期

(下
巻
、
第
四
四
)
条

.

夏
淳
字
は
惟
初
ら
と
と
も
に
入
門
し
た

一
人
と
し
て
見
え
る
。
ま
た
嘉
靖
八
年
正

月
、
彼
ら
と
と
も
に
陽
明
の
喪
に
玉
山

に
赴
い
た
こ
と
を
記
し

(
『
全
書
』
巻
三

七
の

「喪
紀
」
に
も
記
す
)
さ
ら
に
翌
九
年
、
苺
侃
が
天
真
書
院
を
建
て
た
と
き
、

兆
期
ら
と

「
そ
の
事
を
董
し
た
」
と

い
う
。

山
本
正

一
氏
は
、
柴
鳳
と
柴
鳴
治
と

は
同

一
人
で
は
な
い
か
と
い
う
。
お
そ
ら

く
正
当
で
、
鳴
治
は
鳳

の
字
、
後
愚
は

そ
の
号
で
あ
ろ
う
。
明
人
で
鳴
治
を
字
と

す
る
も
の
は
外
に
謝
鐸

(号
は
方
石
、

一
四
三
五
～

一
五

一
〇
)

・
龍
用
卿

(号

は
雲
岡
、

一
五
〇
〇
～

一
五
六
三
)

・
査
志
隆

(嘉
靖
三
八
年
進
士
)
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る

(
『
明
人
伝
記
資
料
索
引
』
)。
等
輩

の
萢
引
年

・
夏
淳
ら
の
例
に
徴
し

て
も
、
鳴
治
が
字

で
あ
る
こ
と
は
確
実

で
あ
ろ
う
。
後
愚
は
先
賢
の
対
立
語
。
晋

の
張
俊
に

「
そ
れ

一
国
は

一
人
の
為
に
興
こ
り
、
先
賢
は
後
愚
の
為
に
廃
せ
ら
る
。

誠
に
仁
聖

の
哀
悼
し
て
忍
び
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
」

(
『
文
選
』
巻
三
八
)
の
よ
う

な
用
語
例
が
あ
る
が
、
先
賢
に
参
ず

る
学
人
の
謙
退
の
懐
い
を
表
わ
し
た
号
と
し　

て
ゆ
か
し
い
。
な
お
葉
権

(
一
五
二
二
～
七
八
)
の

『
賢
博
編
』
に

「
先
師
柴
后

愚
公
は
陽
明
先
生
の
弟
子
な
り
」
と
あ
る
。

声
色
貨
利
之
交

(下
巻
、
第

一
二
六
条
)

ち
か

声
色
貨
利

の
四
字
は

『書
経
』
仲
題
之
詰
篇
の

「惟
れ
王
、
声
色
を
通
づ
け
ず
、

貨
利
を
殖
さ
ず
」

に
よ
り
、

「交
」
は

『
孟
子
』
告
子
上
篇
に
い
わ
ゆ
る

「物
、

物
に
交
は
れ
ば
則
ち
こ
れ
を
引
く
の
み
」
の

「
交
」
で
あ
ろ
う
。

問
、
先
儒
謂
、
鳶

飛
魚
躍
与
必
有
事

焉
、

同

一
活
溌
溌
地

(下
巻

、
第

=
二
〇
条
)

執
斎

い
う
、

「明
道
先
生
の
語
」
と
。

『
程
氏
遣
書
』
第
三
、

「謝
顕
道
記
憶

平
日
語
」

の
冒
頭
に
程
明
道
の
語
と
し
て

「
『
鳶
飛
び
て
天
に
戻
り
、
魚
淵
に
躍

る
』
と
は
、
そ
の
上
下
に
察
ら
か
な
る
を
言
ふ
な
り

(
『中
庸
章
句
』
第

一
二
章
)
。

こ
の

一
段
は
子
思
の
喫
緊
為
人
の
処
。

『
必
ず
事
と
す
る
有
り
て
心
に
正
す
る
な

か
れ
』

の
意
と
同
じ
く
活
澄
澄
地
。
会
得
す
る
時
は
活
澄
澄
地
。
会
得
せ
ざ
る
時

は
只
だ
是
れ
精
神
を
弄
す
」
を
載
せ
る
。

也

罷

(下
巻
、

=

二
条
)

本
文

「使
天
下
之
人
都
説
我
行
不
挨
言
也
罷
」
を
、
執
斎
は

「
天
下
の
人
を
し

　

　

て
都
て
我
が
行
は
言
を
摸
は
ず
と
説
か
し
む
る
の
み
」
と
訓
む
。

一
斎
は

「
也
罷

の
字
、
こ
れ
俗

の
歌
語

の
辞
」
と
注
す
る
。
東
正
堂
い
う
、

「
執
斎
本
に
は
、
こ

の
二
字
の
労
に
也
已
と
同

一
の
訓
を
施
す
も
、
そ
の
何
の
故
な
る
や
を
知
ら
ず
。

或
は
云
ふ
、
俗
語
多
く
は
罷
の
字
を
以
て
而
已
の
字
に
当
用
す
る
と
。
然
れ
ど
も

そ
の
説
遂
に
明
ら
か
な
ら
ず
。
恐
ら
く
は
誤
字
或
は
衛
字
な
る
や
も
知
る
べ
か
ら

ざ
る
な
り
」
と
。
し
か
し

『宋
元
語
言
詞
典
』
は
こ
の
二
字
を

「算
了
」
と
解
す

る
。
す
な
わ
ち

「
そ
れ
ま
で
の
こ
と
」

「な
ん
で
も
か
ま
わ
な
い
」
の
意
。

「
ま

た
や
む
」
な
ど
と
訓
ん
で
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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董
羅
石

(下
巻
、
第

一
=
二
条
)

羅
石
、
名
は
漂
、
字
は
復
宗
。

一
斎

い
う
、

「嘉
靖
甲
申

(
三
年
)
、
年
六
十

八
、
会
稽
に
遊
ぶ
。
陽
明
の
学
を
講
ず
る
を
聞
き
、
賛
を
委
し
て
弟
子
と
称
す
。

陽
明
よ
り
長
ず
る
こ
と
十
四
歳
」
と
。

こ
れ
は

『
年
譜
』
嘉
靖
三
年
甲
申
の
条
に

「海
寧
の
董
雲
…
年
六
十
八
、
会
稽

に
来
遊
し
」
と
あ
る
の
に
よ

っ
て
誤
ら
れ
た

も
の
で
、

『
明
儒
学
案
』
巻

一
四
な
ど
も
こ
れ
を
襲
う
。

『
全
書
』
巻
七
に

「従

吾
道
人
の
記
」
を
収
め
、
冒
頭

「海
寧

の
董
羅
石
は
年
六
十
有
八
な
り
。
…
嘉
靖

甲
申

の
春
、
羅
石
会
稽
に
来
遊
す
」

と
あ
る
が
、

『年
譜
』

の
誤
り
は
こ
の
記
が

年
紀

に
い
う
乙
酉

(嘉
靖
四
年
)
に
成

っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
な
か

っ

た
の
に
よ
る
。
羅
石
の
来
遊
は
嘉
靖

三
年
で
、
時

に
六
七
歳
。
こ
の
こ
と
は
許
相

卿

の

「
董
先
生
墓
誌
銘
」

(
『
雲
村
集
』
巻

一
三
)
に

「
棟
然
と
し
て
弟
子
の
列

に
就
く
。
時
に
六
十
七
」
と
あ
り
、

ま
た
黄
結

の

「
羅
石
翁
伝
」
に

「
幡
然
と
し

て
子
弟
の
列
に
就
く
。
時
に
年
六
十

七
」

(
『
久
篭
先
生
文
選
』
巻

一
一
)
と
あ

る
に
よ
っ
て

一
証

で
き
る
。

曽
子
才
漢

(下
巻
、
銭
徳
洪
践
)

一
斎

い
う
、

「
名
号

・
郷
貫

い
ま
だ
考

へ
ず
」
と
。
陳
栄
捷
氏
も

「詳
か
な
ら

ず
。

『
儒
学
宗
派
』

『
王
文
成
伝
本
』

『陽
明
弟
子
伝
纂
』
均
し
く
こ
の
人
な
し
」

と
い
う
。

『泰
和
県
志
』
巻

一
二
選
挙
志
は
嘉
靖
七
年
戊
子
郷
試
の
条
に
曽
才
漢

を
あ
げ
、

「
憲
の
子
。
太
平
に
令
た
り
し
と
き
、
生
祠
あ
り
。
異
才
を
以
て
累
り

に
湖
広
参
議
に
陞
る
」
と
い
う
。
曽
が
姓
、
才
漢
が
名
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。

『
太
平
県
志
』
巻
四
職
官
志
の
知
県

の
部
に
曽
才
漢

の
伝
が
あ
り
、
い

う
、

「字
は
明
卿
、
泰
和
の
人
。
挙
人
よ
り
将
楽
県
を
授
け
ら
る
。
未
だ
仕

へ
ず
、

外
銀
に
丁
た
る
。
起
復
し
て
改
め
て
嘉
靖
十
七
年
に
除
せ
ら
る
。
至

つ
て
精
勤
敏

幹
、
凡
そ
県
治

の
改
創
経
画
、
悉
く
そ
の
手
に
出
づ
。
邑
志
を
纂
修
し
、
今
に
及

ぶ
ま
で
、
頼
ひ
に
拠
る
と
こ
ろ
あ
る
は
皆
な
公
の
功
な
り
」
と
。

『
湖
広
通
志
』

巻

一
五
、

『湖
広
総
士
菖

巻

一
九
に
参
議
と
し
て
才
漢
を
あ
げ
、

進
士
」
と
注
す
る
が
、

「
進
士
」
は
誤
り
で
あ
る
。

「
太
和

(泰

和

)

、


